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今
年
も
暖
冬
で
開
花
が
異
常
に

早
い
と
思
わ
れ
た
が
、
開
催
日
の一

週
前
か
ら
寒
さ
が
逆
戻
り
、
開
花

が
ス
ト
ッ
プ
、
相
模
名
物
の
桜
が
見

ら
れ
ず
残
念
な
結
果
と
なっ
た
。

　

広
告
会
社
は
今
や
構
造
不
況

業
種
。収
益
確
保
に
大
変
だ
。そ
の

所
為
か
ど
う
か
分
か
ら
ぬ
が
、
博

報
堂
の
泊
氏
は
し
ば
ら
く
不
参
加

が
続
い
て
い
た
。無
欲
の
勝
利
か
、

久
々
の
出
場
で
め
で
た
く
初
優
勝

を
遂
げ
、
武
内
裕
氏
作
の
優
勝
杯

を
獲
得
し
た
。

　

最
近
は
大
林
氏
が
若
手
（
？
）

を
代
表
し
毎
回
参
加
し
て
い
る
。

さ
て
成
績
は
と
い
う
と
ブ
ー
ビ
ー

か
メ
ー
カ
ー
の
常
連
と
な
って
い
た

が
、
今
回
は
仕
事
に
就
活
セ
ミ

ナ
ー
に
と
忙
し
い
中
、
こ
の
難
し
い

相
模
で
１
０
４
打
の
快
挙
（
？
）、

優
勝
す
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

今
年
か
ら
社
会
人
１
年
目
で
、

Ｍ
Ｍ
Ｃ
事
務
局
で
お
世
話
に
な
る

事
に
な
り
ま
し
た
、
圭
三
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョン
の
小
野
友
己
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
去
る
４
月
23
日（
金
）に

第
１
回
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
、
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。初
め
て
の
催
し
で
あ
り
、

事
務
局
の一
員
と
し
て
は
期
待
と

不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
の
Ｍ
Ｍ
Ｃ
を
担
う

女
性
会
員
を
含
め
幅
広
い
年
齢
層

の
32
名
も
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、

誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
の
憩
い

の
場
で
も
あ
る「
ア
ミ
」で
開
か
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
の
中
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
皆

様
方
は
初
め
て
お
会
い
し
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
名
刺
交
換
を

は
じ
め
、
お
酒
を
共
に
し
て
交
友

を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
時
間
中
は
出
席
者
の

出
入
り
が
自
由
な
の
で
、
と
て
も

開
放
的
な
雰
囲
気
で
し
た
。そ
の

た
め
仕
事
終
わ
り
に
軽
く
１
時
間

で
も
、
と
い
う
気
楽
な
気
持
ち
で

参
加
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
サ
ロ
ン
は
特
に
若
年

層
の
皆
様
に
有
効
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。同
じ
マ
ス
コ
ミ
業

界
で
も
業
種
が
違
う
先
輩
方
と
お

知
り
合
い
に
な
り
、
お
話
を
聞
け

る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら一層
仕

事
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

幅
を
広
げ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
ま
す
。ま
た
同
じ
年
代
の

方
と
お
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、
交
友
関
係
も
広
が
り
、
同

じ
悩
み
を
持
つ
方
々
な
ど
は
解
消

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

既
に
業
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
輩
の
皆
様
、
私
を
含
め
ま
し
て

若
年
層
の
方
々
に
、
ど
う
ぞ
多
方

面
の
ご
教
授
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。ま
た
次
回
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ

ロ
ン
が
開
催
さ
れ
る
際
は
、よ
り
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
年
初
か
ら
常
任
理
事
会
で
論

議
を
重
ね
ま
し
た
。そ
の
中
で
、マス

コ
ミ
業
界
を
中
心
と
し
た
業
界
で

働
く
、私
た
ち
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
メ
ンバ
ー
の

最
大
の
関
心
事
で
あ
る「
激
変
す
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
中
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か
」
を
真
正
面
か
ら
と

ら
え
、
シ
リ
ー
ズ
化
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
1
回
の
講
師
の
人
選
に
つい
て

は
、松
永
常
任
理
事（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）な
ど

か
ら
推
薦
の
あった
、
今
年
3
月
か

ら
全
国
紙
の
先
陣
を
切って
、本
格

的
な
電
子
新
聞
と
し
て
有
料
化
に

踏
み
切
っ
た
「
日
経
新
聞
電
子
版
」

の
関
係
者
を
呼
ぼ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
講
師
の
交
渉

に
つい
て
は
理
事
の
日
経
新
聞
服
部

さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
「
電
子
版
」

の
創
刊
に
関
わ
ら
れ
た
、
㈱
日
本

経
済
新
聞
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
常
務

の
徳
田
潔
様
に
お
引
き
受
け
頂
き

ま
し
た
。

　
当
日
午
後
６
時
30
分
、
駿
河
台

の
大
学
会
館
第
１
会
議
室
は
、
50

席
用
意
し
た
会
場
が
満
席
に
近
い

状
態
で
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か
ら
の

注
目
度
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

徳
田
さ
ん
の
お
話
は
、電
子
版
創
刊

の
狙
い
や
戦
略
か
ら
始
ま
り
、実
際

に
会
場
で
電
子
版
に
接
続
し
て
紙

面（
画
面
）を
説
明
し
て
い
た
だ
く
、

と
い
う
充
実
し
た
内
容
で
、講
演
の

後
の
質
問
で
も
、
ラ
イ
バ
ル
紙
の
参

加
者
か
ら
電
子
版
の
戦
略
に
つい
て

突
っ
込
ん
だ
質
問
が
出
る
な
ど
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィッ
ク
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
懇
親
会
で
は
、講
演
で

は
聞
け
な
かっ
た
話
も
紹
介
さ
れ
、

新
聞
・
出
版
・テ
レ
ビ
・
広
告
な
ど
、

幅
広
い
業
界
か
ら
集
ま
っ
た
参
加

者
も
、「
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
本
当

に
勉
強
に
なった
。」と
満
足
の
様
子

で
し
た
。

今
後
も
「
激
変
す
る
マス
メ
デ
ィ
ア

環
境
」の
テ
ー
マ
で
、第
2
回
、3
回

と
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
次

回
は
皆
さ
ん
も
ご
参
加
下
さ
い
。

和
田 

哲
郎（
77
年
・
政
経
）

　

M
M
C
で
は
、
か
ね
て
よ
り
会
員
に
向
け
た
交
流
の
場
を
広
げ
て
い

こ
う
と
新
企
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
よ
り
自
由

に
、
気
楽
に
集
い
合
え
る
情
報
交
換
の
場
「
M
M
C
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上

げ
、
第
1
回
目
を
開
催
致
し
ま
し
た
。Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
マ
ス
コ
ミ
講
座
修
了
生

で
、
今
年
、
新
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
始
め
た
小
野
友
己
君
か
ら
サ

ロ
ン
参
加
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
年
総
会
・
懇
親
会
が
１
月
29

日
、
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
23
階
「
燦
・

紫
紺
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。総
会
で

は
斉
藤
会
長
を
議
長
と
し
、
本
村

副
会
長
か
ら
09
年
の
活
動
報
告
と

規
約
の一部
改
正
（
常
勤
顧
問
の
人

数
、役
務
の
明
文
化
等
）と
活
動
方

針
が
示
さ
れ
、
会
計
報
告
と
と
も

に
満
場一致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
長
堀
守
弘
理
事

長
、
納
谷
廣
美
学
長
、
向
殿
政
男

校
友
会
長
な
ど
に
激
励
の
ご
挨
拶

を
賜
り
、こ
の
ほ
ど
新
入
会
員
と
な

っ
た
衆
議
院
議
員
田
中
美
絵
子
氏

（
民
主
党
。北
信
越
比
例
区
）
も
エ

ー
ル
を
送って
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、ゲ
ス
ト
に
箱
根
駅
伝
連

続
シ
ー
ド
権
を
得
た
松
本
穣
競
走

部
部
長（
商
学
部
教
授
）、
全
日
本

大
学
選
手
権
を
51
年
ぶ
り
に
制
し

た
サ
ッ
カ
ー
部
の
神
川
明
彦
監
督

（
法
学
部
事
務
室
）
の
お
二
人
を
迎

え
、
日
本
テ
レ
ビ
の
松
永
二
三
男
常

任
理
事
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。参
加
者

全
員
の
紫
紺
魂
が
い
や
が
上
に
も

燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

新
企
画
、会
員･

同
窓
の
情
報
交
換
会

第
一
回「

第
一
回「
M
M
C

M
M
C
サ
ロ
ン
」開
催

サ
ロ
ン
」開
催

第
一
回「

第
一
回「
M
M
C

M
M
C
サ
ロ
ン
」開
催

サ
ロ
ン
」開
催

て
お
り
ま
す
。私
自
身
も
皆
様
に

お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

小
野
友
己（
10
年
・
文
）

武
内
裕
杯
観
桜
コ
ン
ペ
報
告

武
内
裕
杯
観
桜
コ
ン
ペ
報
告

武
内
裕
杯
観
桜
コ
ン
ペ
報
告

次
回
は
恒
例
秋
の
コ
ン
ペ
で
す
。是
非
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

幹
事
・
楡 

郁
太
郎 （
64
年
・
商
）

（
申
込
連
絡
先
090-

2247-

1121）

参
加
者
大
募
集
中

参
加
者
大
募
集
中

参
加
者
大
募
集
中

三
月
二
十
六
日
、桜
顔
見
せ
ず

久
々
出
場
の
泊
氏
、初
優
勝

順位
優勝
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
１０位
１１位
１２位
BB
BM

氏　名
泊 三夫
佐々木 共成
林 光繁
久保田 晃平
齋藤 柳光
山田 祐司
堀 威夫
楡 郁太郎
大林 龍彦
大西 敏勝
中根 薫
千田 正穂
木元 尚男
野村 正臣

アウト
43
42
45
50
52
52
48
49
51
47
51
60
55
61

イン
49
42
45
52
52
55
51
48
53
50
49
54
48
69

グロス
92
84
90
102
104
107
99
97
104
97
100
114
103
130

ハンデ
21.2
12.8
16.4
27.2
28.4
30.8
22.4
20.0 
26.0 
18.8
18.8
30.8
18.8
40.0 

ネット
70.8
71.2
73.6
74.8
75.6
76.2
76.6
77.0 
78.0 
78.2
81.2
83.2
84.2
90.0 

出
身
者
が
多
く
、
明
治
だ
け
を
引

き
立
て
る
の
に
は
難
し
情
況
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
６
月
に
は
、「
夜

鷹
と
古
着
屋
が
並
ぶ
柳
原
土
手
」

「
犬
屋
敷
と
象
の
ま
ち
」――

な
ど

江
戸
情
緒
を
紹
介
し
た
『
江
戸
を

訪
ね
る 

東
京
の
ん
び
り
散
歩
』（
ロ

コ
モ
ー
シ
ョン
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
刊
）

を
上
梓
。本
書
で
は
、
谷
中
霊
園

に
眠
る
明
治
大
学
の
創
設
者
で
あ

り
初
代
学
長
を
務
め
ら
れ
た
岸

本
辰
雄
先
生
の
墓
も
ち
ゃっ
か
り

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
自
身
、
ま
ち
歩
き
を
は
じ
め

て
か
ら
の
こ
の
30
年
間
に
は
、「
ま

ち
の
発
見
」
か
ら
医
者
に
奨
め
ら

れ
て
の
健
康
志
向
も
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
等

の
予
定
が
あ
れ
ば
、お
薦
め
ス
ポ
ッ

ト
を
提
供
し
ま
す
。そ
の
際
に
は
、

いつ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
小
林
一郎 

（
こ
ば
や
し 

い
ち
ろ
う
）

1
9
5
2
年
東
京
生
ま
れ
。明
治
大
学
政
経

学
部
卒
業
。建
築
史
・
都
市
開
発
研
究
家
。

『
週
刊
住
宅
情
報
』
な
ど
で
建
築
関
連
記
事

の
執
筆
を
長
く
手
が
け
る
。共
著
に
「
自
転

車
で
東
京
建
築
さ
ん
ぽ
」な
ど
。

　

ま
ち
歩
き
を
は
じ
め
て
30
年
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。最
初
は
知
人
の

案
内
で
皇
居
前
の
明
治
生
命
館
や

東
京
海
上
ビ
ル
（
現
・
東
京
海
上

日
動
ビ
ル
）
な
ど
を
見
て
ま
わ
り

ま
し
た
。

　

ま
ち
歩
き
を
は
じ
め
た
の
は
、

建
築
設
計
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る

方
に
囲
ま
れ
て
い
た
た
め
で
、私
自

身
、
建
設
関
係
を
中
心
と
し
た
編

集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョン
を
運
営
し
て
30

年
近
く
に
な
り
ま
す
。こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、こ
の
春
、朝
日
新
聞
出

版
か
ら
『
目
利
き
の
東
京
建
築
散

歩
』が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
は
江
戸
情
緒
と
未
来
都
市

が
共
存
す
る
歴
史
の
宝
庫
で
す
。

時
代
が
あ
り
、場
の
環
境
が
あ
り
、

建
築
家
の
政
略
が
あ
り
、そ
ん
な
こ

と
と
は
関
係
な
く
面
白
い
も
の
も

あ
る
じ
ゃ
ん
と
七
変
化
の
散
歩
で

す
。事
業
仕
分
け
の
魁
・
江
戸
城

天
守
閣
建
設
か
ら
、
設
計
者
の
威

信
を
か
け
、
も
め
に
も
め
た
国
会

議
事
堂
建
設
、
銅
像
が
消
え
た
学

校
建
築
、
表
に
引
き
ず
り
出
さ
れ

た
非
常
階
段―

―

の
ほ
か
看
板
建

築
や
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
超
モ
ダ

ン
ビ
ル
ま
で
、
建
築
の
世
界
を
鷲
掴

み
し
、細
部
の
言
及
を
抑
え
、分
か

り
や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。手
軽

な
半
日
散
歩
で
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
再
発

見
と
い
う
の
が
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
す
。

　

ど
こ
の
出
版
社
も
名
門
大
学
の

　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
前
身
の一つ
で
あ
る
明

大
マ
ス
コ
ミ
会
時
代
か
ら
有
力
メ
ン

バ
ー
だっ
た
富
塚
三
夫
さ
ん（
元
衆

議
院
議
員
）が
、
平
成
21
年
８
月
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
十
字
型
功
労

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
ト
ピ
ッ
ク
ス

勲
章
を
レ
フ
・
カ
チ
ン
ス
キ
大
統

領
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
塚
さ
ん
と
い
え
ば
、総
評
の
事

務
局
長
と
し
て
ス
ト
権
ス
ト
な
ど

を
指
導
し
た
明
治
大
学
出
身
の
労

働
闘
士
と
し
て
そ
の
名
を
轟
か
せ

た
人
。国
鉄
に
勤
務
し
な
が
ら
、夜

間
に
通
っ
た
苦
学
生
だ
っ
た
と
い
う

富
塚
さ
ん
の
熱
い
母
校
愛
は
よ
く

知
ら
れ
ま
す
が
、親
交
の
深
かっ
た

連
帯
の
ワ
レ
サ
氏
に
明
治
大
学
の

名
誉
博
士
号
を
授
与
し
た
こ
と
は

国
際
的
ニュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

 

小
林
一
郎
さ
ん（
M
M
C
会
員
）

『
目
利
き
の
東
京
建
築
散
歩
』出
版

富
塚
三
夫
元
衆
議
院
議
員（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
員
）が

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
功
労
勲
章
を
受
章

今
回
の
受
章
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共

産
主
義
崩
壊
20
周
年
、
日
ポ
国
交

90
周
年
を
記
念
し
た
も
の
と
い
い

ま
す
。

　
「
受
章
の
知
ら
せ
が
届
い
た
の
が

奇
し
く
も
２
月
27
日
の
80
歳
の
誕

生
日
。し
か
も
、
70
歳
に
なっ
た
と

き
か
ら
、
五
木
寛
之
氏
の『
大
河
の

一滴
』に
感
銘
し
て
書
き
始
め
た
原

稿
を
書
き
終
え
た
そ
の
日
で
し

た
」。先
ご
ろ
、
自
費
出
版
さ
れ
た

そ
の『一本
の
道
』に
は
、
ま
さ
に
あ

ふ
れ
出
る
紫
紺
魂
そ
の
ま
ま
に

〈
独
立
自
治
〉〈
権
利
自
由
〉
に
生

き
抜
い
た
波
乱
万
丈
の
人
生
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
25
日
、
日
頃
交
流
を
深
め

て
い
る『
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
』（
異
業

種
の
交
流
会
）
様
の
創
立
15
周
年

記
念
会
に
阿
部
、
本
村
副
会
長
と

事
務
局
柳
沢
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、２
ヶ
月
に
１
回
会
合
を

開
催
し
会
員
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
一方
、
５
月
27
日
に
は
『
建
設
・

不
動
産
駿
台
会
』（
建
設
、
不
動
産

業
中
心
の
交
流
会
）
様
の
総
会
に

斎
藤
会
長
、
阿
部
、
本
村
副
会
長

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
会
は
、
毎

月
の
会
合
と
見
学
旅
行
会
、
勉
強

会
等
開
催
し
て
い
ま
す
。今
後
共

催
企
画
等
も
検
討
し
ま
す
。

柳
沢 
克
行（
78
年
・
政
経
）

他
団
体
と
の
交
流
が
活
発
化

他
団
体
と
の
交
流
が
活
発
化

他
団
体
と
の
交
流
が
活
発
化

６
月
10
日　

２
０
１
０
Ｍ
Ｍ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
激
変
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
環
境
」

「
激
変
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
環
境
」  

第第
11
回
報
告

回
報
告

過
去
最
多
の
１
１
７
人
！

過
去
最
多
の
１
１
７
人
！

2
0
1
0

2
0
1
0
年
新
年
総
会

年
新
年
総
会･･

懇
親
会

懇
親
会

進
境
著
し
い
大
林
氏

全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

建
設
・
不
動
産
駿
台
会
と
の
交
流

第
一
回「
M
M
C
サ
ロ
ン
」開
催

「
激
変
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
環
境
」 

第
1
回
報
告

過
去
最
多
の
１
１
７
人
！

2
0
1
0
年
新
年
総
会･

懇
親
会

M
M
C
近
況

　

吉
川
英
司
顧
問
が
４
月
８

日
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
５
３（
昭
和
28
）
年
政
経

学
部
卒
。80
才
。明
大
マ
ス
コ

ミ
会
初
代
会
長
と
し
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。明
治
大
学
Ｏ
Ｂ

マ
ス
コ
ミ
人
の
リ
ー
ダ
ー
の一人

で
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
で
は
顧
問
と
し
て

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。元

ニッ
ポ
ン
放
送
常
務
、フ
ジ
テ
レ

ビ
専
務
、テ
レ
ビ
新
広
島
社
長

な
ど
を
歴
任
、
98（
平
成
10
）

年
に
は
従
四
位
の
叙
勲
を
受

け
て
お
ら
れ
ま
す
。謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
川
顧
問
が
帰
ら
ぬ
人
に

〈
訃
報
〉

　

Ｍ
Ｍ
Ｃ
は
、
明
治
大
学
か
ら
マ
ス

コ
ミ
界
に
進
ん
だ
皆
さ
ま
の
職
域

校
友
活
動
で
す
。自
主
運
営
に
よ

り
、会
員
の
意
欲
と
皆
さ
ま
の
年
会

費
が
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、未
納
の
方
は
左

記
の
口
座
に
お
振
込
い
た
だ
き
た

く
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
記
〉

【
郵
便
振
替
】

口
座･

記
号
番
号

0
0
1
3
0 - 

4 - 

7
6
2
6
3
1

加
入
者
名

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ

【
銀
行
振
込
】

み
ず
ほ
銀
行 

九
段
支
店

（
普
）口
座
番
号
：
1
6
9
4
5
0
8

口
座
名
義

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ

●
年
会
費
納
入
の
お
願
い
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内
定
者
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト

内
定
者
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト

内
定
者
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト

ク
シ
ョッ
プ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。更
に

５
名
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
講
師
陣
に
加

え
て
、
読
売
新
聞
記
者
の
吉
田
氏

や
今
年
映
画
監
督
デ
ビ
ュ
ー
し
た

テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
の
守
屋
氏
な

ど
多
彩
な
ゲ
ス
ト
講
師
を
迎
え
、

様
々
な
観
点
か
ら
就
活
に
必
要
な

基
礎
情
報
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
後
期
か
ら
は
日
経
服
部
氏

に
よ
る
新
聞
講
座
も
開
講
、
ま
す

ま
す
充
実
す
る
予
定
で
す
。さ
ら

に
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
、

模
擬
面
接
、企
画
の
立
て
方
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
就
活
に
出
る
実

践
対
策
を
用
意
し
て
ま
す
。今
年

も
読
売
新
聞
西
部
本
社
や
J
コ

ム
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、I
B
M
他
様
々

　

今
年
度
入
講
し
た
学
生
は一般

職
コ
ー
ス
は
77
名
、
い
ず
れ
も

M
M
C
主
催
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
て
選
抜
試
験
を
受
け
て
の
受

講
生
で
す
。

　

今
年
度
の
特
徴
は
、
毎
週
火
曜

日
と
木
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー

プ
担
任
制
度
を
も
う
け
、学
生
達

も
月
木
そ
れ
ぞ
れ
本
籍
地
と
し
て

重
点
的
に
授
業
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。そ
れ
で
も
、月
木
、両

方
に
出
席
す
る
熱
心
な
学
生
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

内
容
的
に
は
、
今
年
も
本
講
座

の
名
物
に
な
り
つつ
あ
る
作
文
基

礎
講
座
と
い
わ
ゆ
る「
自
分
史
」を

作
る
自
己
分
析
年
表
作
成
ワ
ー

　

18
名
の
学
生
が
６
月
17
日
〜

10
月
７
日
ま
で
、
15
回
に
渉
っ
て

参
加
し
ま
し
た
。後
半
は
10
名
く

ら
い
に
参
加
メ
ン
バ
ー
が
減
っ
て
き

ま
し
た
が
、こ
の
10
名
の
皆
さ
ん
の

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
い

う
強
い
意
欲
」
が
講
師
の
心
を
動

か
し
、
12
月
の
７
日
〜
11
日（
金
）

の
５
日
間
、
今
回
初
め
て
、「
短
期

集
中
講
座
」を
追
加
開
催
し
ま
し

た
。こ
れ
を
入
れ
て
、合
計
20
回
に

渉
って
の
ア
ナ
講
座
は
、
５
人
の
講

師
が
日
程
を
調
整
し
な
が
ら
や
り

く
り
し
実
現
し
ま
し
た
。ま
た
外

部
講
師
の
講
座
と
し
て
、
今
年
も

Ｎ
Ｈ
Ｋ
試
験
対
策
講
座
を
１
日
設

け
、「
実
際
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
求
め
る
ア
ナ

　

講
座
で
は
有
益
な
情
報
を
提

供
さ
れ
ま
す
。こ
の
情
報
を
ど

う
生
か
す
か
が
重
要
で
し
た
。

自
分
な
り
に
考
え
、
仲
間
同
士

で
勉
強
会
を
し
ま
し
た
。ま
た

先
輩
方
に
親
身
に
、
時
に
は
厳

し
く
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。や
る
気
に
な
り
、
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。先
輩
方
の
存
在
な

し
に
こ
の
結
果
は
考
え
ら
れ
ず
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ウ
ン
サ
ー
像
」の
具
体
的
ア
ド
バ
イ

ス
を
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
に
伺
い
ま
し

た
。Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
講
座
内
容
は
、基
本

発
声
か
ら
ニュ
ー
ス
読
み
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
、Ｖ
Ｔ
Ｒ
実
習
、
自
己
Ｐ
Ｒ

な
ど
いつ
も
の
中
身
で
す
が
、最
後

ま
で
残
っ
た
学
生
が「
自
分
の
夢
の

た
め
に
、
打
ち
込
ん
で
い
く
真
摯

な
態
度
」を
見
て
い
る
と
、講
師
で

あ
る
我
々
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
も
大
変
、

刺
激
を
受
け
ま
す
。「
学
生
時
代

に
何
か
に
、打
ち
込
ん
で
、と
こ
と

ん
自
分
を
追
い
込
む
こ
と
」
の
大

切
さ
を
、
学
生
が
少
し
ず
つ
理
解

し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
の
は
、
確

か
に
狭
き
門
」で
す
。し
か
し
、
必

ず
誰
か
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、

合
格
し
て
い
ま
す
。学
生
諸
君
は
、

夢
を
諦
め
ず
、
入
念
に
作
戦
を
立

て
て
、
戦
い
の
場
に
臨
ん
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。そ
の
時
に
、Ｍ
Ｍ
Ｃ

の
我
々
が「
挑
戦
す
る
学
生
」の
皆

さ
ん
の
背
中
を
、
押
し
て
や
り
ま

す
。思
い
切
って
、
勝
負
し
て
く
だ

さ
い
。

（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
ア
ナ
講
座
事
務
局
）

　

琉
球
放
送
に
入
社
し
て
１
年
が

た
ち
ま
し
た
。２
年
目
早
々
、
ラ
ジ

オ
で
は
２
時
間
生
放
送
の
ワ
イ
ド

番
組
を
、
テ
レ
ビ
で
は
映
画
情
報

番
組
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、

今
年
度
は
ま
た
１
年
目
と
は
違
っ

た
挑
戦
の
１
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
街
中
で
「
あ
な
た
の
ニュ
ー

ス
は
安
心
し
て
聞
い
て
い
ら
れ
る

わ
」
と
嬉
し
い
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
方
も
増
え
、
決
し
て
完
璧

と
は
言
え
な
い
な
が
ら
も
、日
々
成

長
し
て
い
る
自
分
が
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
は
他
県
に
比
べ
、ラ
ジ
オ

の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。「
音
」だ
け
で

物
事
を
伝
え
る
に
あ
た
って
し
ゃ
べ

り
手
に
求
め
ら
れ
る
の
は
幅
広
い

表
現
力
。今
後
は
こ
の
表
現
力
も

さ
ら
に
磨
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
Ｍ
Ｍ
Ｃ
で
マ
ス
コ
ミ
就
職

を
目
指
し
て
い
る
皆
さ
ん
。就
職

活
動
に
お
い
て
大
切
な
の
は「
決
し

て
揺
る
が
な
い
信
念
」
で
す
。

Ｍ
Ｍ
Ｃ
に
は
大
変
素
晴
ら
し
い
講

師
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。講
師
の
方
々
に
多
く
の
こ

と
を
教
わ
り
、
必
ず
夢
を
つ
か
ん

で
く
だ
さ
い
。応
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
に
も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
１
年

は
他
に
は
な
い
。周
り
の
友
人
か

ら
、「
目
が
輝
い
て
る
よ
」
と
言
わ

れ
、そ
ん
な
私
の
目
を
輝
か
せ
て
く

れ
た
の
は
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
だっ
た
。

　
２
０
０
９
年
５
月
、
衝
撃
的
な

出
会
い
の
Ｍ
Ｍ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
。授
業

の
始
ま
り
は
、馬
鹿
み
た
い
に
緊
張

し
て
い
た
。し
か
し
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
講
師

の
方
々
の
言
葉
１
つ
１
つ
に
胸
を
熱

く
さ
せ
ら
れ
、マス
コ
ミへの
想
い
は

日
に
日
に
強
く
なって
いっ
た
。

　

就
活
中
、
最
終
で
５
社
落
と
さ

れ
、本
当
に
辛
かっ
た
。そ
れ
で
も
、

私
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。Ｍ
Ｍ
Ｃ
で

学
ん
で
き
た
こ
と
や
、講
師
と
の
繋

が
り
は
、
他
大
学
のマス
コ
ミ
を
目

指
す
学
生
に
は
負
け
な
い
経
験
だ

と
思
って
い
た
か
ら
だ
。結
果
的
に
、

自
分
の一
番
や
り
た
か
っ
た
ド
ラ
マ

に
携
わ
れ
る
企
業
に
内
定
を
頂
く

こ
と
が
で
き
た
。Ｍ
Ｍ
Ｃ
に
は
、
本

当
に
感
謝
し
て
も
し
尽
く
せ
な
い
。

　

内
定
後
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
講
師
の
方
々

か
ら
祝
福
の
お
言
葉
を
頂
い
た
。今

で
は
「
お
め
で
と
う
」
を
何
回
聞

き
、「
あ
り
が
と
う
」
を
何
回
言
っ

た
だ
ろ
う
か
。そ
の
言
葉
の
数
だ
け

Ｍ
Ｍ
Ｃ
の
支
え
が
あ
っ
た
。来
年
か

ら
全
力
で
働
い
て
い
く
こ
と
が
、
何

よ
り
の
恩
返
し
だ
と
思
って
い
る
。

大
城 

蘭（
09
年 

政
経
卒
）

琉
球
放
送
入
社
２
年
目
、現
場
か
ら
の
報
告
。

　

少
し
も
ベ
ト
ナ
ム
語
を
理
解
せ

ぬ
ま
ま
、「
頼
む
よ
」と
村
山
富
市

元
総
理
の一声
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

ル
ク
イ
ド
ン
高
校
に
併
設
さ
れ
た

「
村
山
日
本
語
学
校
」
の
日
本
語

教
師
を
委
嘱
さ
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ま
ま
取
り
あ
え
ず
赴
任
し
て

し
ま
っ
た
。

　
１
９
６
５
年
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

渦
中
、米
軍
は
ダ
ナ
ン
に
上
陸
、枯

れ
葉
作
戦
に
入
っ
た
。私
は
、
テ
レ

ビ
東
京
の
報
道
に
係
わ
り
取
材
、

こ
の
「
奇
妙
な
戦
い
」
を
放
送
し

た
。そ
し
て
、93
年
、荒
廃
か
ら
立

ち
上
が
る
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
私

は
、
再
び
ス
ト
レ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

を
取
材
し
た
。な
ん
と
ベ
ト
ナ
ム
と

の
因
縁
は
、馬
渕
に
とって
45
年
の

歳
月
を
経
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
な
ん
と
な
く
や
っ
て
み
る
か
」。

軽
い
気
持
ち
と
嫌
い
で
は
な
い
教

師
と
い
う
職
業
だ
っ
た
だ
け
に
、日

本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
使
節
が
果

た
せ
る
な
ら
ば
こ
れ
以
上
の
こ
と

は
な
い
と
、ベ
ト
ナ
ム
に
半
ば
腰
を

据
え
て
し
ま
っ
た
。

　

授
業
は
夜
５
時
45
分
か
ら一
駒

90
分
、
二
駒
。「
ア
イ
ウ
エ
オ
」「
か

き
く
け
こ
」
か
ら
日
本
語
の
書
き

方
、筆
順
、漢
字
１
級
、読
み
、会

話
（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョン
）
を
懇
切

丁
寧
に
指
導
し
て
い
く
。対
象
は

高
校
生
、
大
学
生
か
ら
口
髭
を
蓄

え
た
会
社
に
勤
め
る
40
歳
過
ぎ
の

オ
ジ
ち
ゃ
ん
ま
で
、み
ん
な
真
剣
そ

の
も
の
、熱
心
に
聞
い
て
く
れ
る
か

ら
頼
も
し
い
。生
徒
の
数
は
２
０
０

人
弱
。日
本
教
師
た
っ
た
１
人
、
あ

と
６
人
は
ベ
ト
ナ
ム
教
師
、若
干
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
不
足
で
心
細
く

も
あ
る
が
、イ
エ
イ
ッ
！
体
当
た
り

の
精
神
、
当
た
っ
て
砕
け
ろ
紫
紺

魂
こ
こ
に
発
揮
せ
り
っ
、
と
いっ
た

感
じ
で
あ
る
。

　　
日
本
語
を
学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
人
は
、

実
際
に
日
本
人
同
士
の
会
話
が
聞

き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
自

然
な
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
い
う
要
望
が
強
い
。

　
５
月
の
半
ば
、日
本
語
の
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で

応
募
69
人
か
ら
選
ば
れ
た
12
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。聞
い
て
み

る
に
、
確
か
に
流
暢
な
日
本
語
で

淀
み
な
く
ス
ピ
ー
チ
、
日
本
人
顔

負
け
だっ
た
。け
れ
ど
も
、
各
人
に

そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
や
は
り
話
し
言
葉
が
聞
き
取

れ
ず
苦
し
む
ス
ピ
ー
カ
ー
が
い
た
。

　

現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
日

本
語
熱
は
急
速
に
高
ま
り
、
４
万

人
も
の
人
が
勉
強
し
始
め
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。ア
ジ
ア
の
時
代
、
ベ

ト
ナ
ム
は
中
国
を
追
い
越
そ
う
と

し
て
い
る
。ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
ビ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
。所
得
格
差
は
都
市
と
地

Ｍ
Ｍ
Ｃ
副
会
長　

馬
渕 

豊　
（
56
年
文
・
テ
レ
ビ
東
京
Ｏ
Ｂ
）

法
学
部
４
年

遠
山 

哲
央 （
中
日
新
聞
社 

内
定
）

● 

一
般
職
コ
ー
ス

● 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
コ
ー
ス

２
０
０
９
年
度
を
振
り
返
っ
て

2010年度開講式（6月11日）

恒例となった「自分史」講座

な
大
手
に
合
格
者
を
出
し
て
い
ま

す
が
一
年
上
の
三
期
生
は
ま
だ
ま

だ
最
終
選
考
で
戦
って
い
ま
す
。そ

の
責
任
を
重
く
感
じ
つつ
更
に
エ
ー

ル
を
送
り
、
今
年
の
受
講
生
に
熱

い
メッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
林 

龍
彦（
78
年
・
政
経
）

希
望
の
鍵
を
後
輩
諸
君
へ
！

希
望
の
鍵
を
後
輩
諸
君
へ
！

２
０
１
０
年
度
マ
ス
コ
ミ
講
座
開
講

２
０
１
０
年
度
マ
ス
コ
ミ
講
座
開
講

希
望
の
鍵
を
後
輩
諸
君
へ
！

２
０
１
０
年
度
マ
ス
コ
ミ
講
座
開
講

2010年度アナウンサーコース講義スタート

　

Ｍ
Ｍ
Ｃ
マ
ス
コ
ミ
講
座
も
今
年
度
四
年
目
を
迎
え
て
昨
年
よ
り
更

に
充
実
し
た
授
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。厳
し
い
就

活
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、講
師
一
丸
と
な
っ
て
学
生
達
に
希
望
の

鍵
を
渡
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
人
を
楽
し
ま
せ
る
仕
事
が

し
た
い
」思
え
ば
私
の
軸
は
そ
こ

に
あ
り
ま
し
た
。そ
の
軸
に
辿

り
付
く
ま
で
の
引
き
出
し
を
開

け
る
作
業
を
、M
M
C
の
先
輩

方
に
は
沢
山
手
伝
っ
て
頂
き
ま

し
た
。皆
さ
ん
も
自
分
を
信
じ

て
、時
に
背
中
を
押
し
て
貰
い
つ

つ
、精
一杯
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。皆

さ
ん
の
事
を
待
って
い
る
会
社
が

き
っ
と
あ
り
ま
す
。

法
学
部
４
年

久
保 

亜
利
朱 （
メ
ガ
ハ
ウ
ス 

内
定
）

　

業
界
の
第
一線
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
講
師
の
方
々
に
ご
指
導
い

た
だ
け
る
講
座
は
、
知
識
ゼ
ロ
の

私
に
と
っ
て
日
々
刺
激
的
で
し

た
。ま
た
、
早
く
か
ら
Ｅ
Ｓ
の
書

き
方
を
習
い
、
後
の
就
職
活
動

に「
時
間
」と「
心
」の
余
裕
が
で

き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。今
の
私
が
あ
る
の
も

M
M
C
の
お
か
げ
で
す
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商
学
部
４
年

清
水 

里
紗 （
全
日
空 

内
定
）

　

新
聞
記
者
に
な
り
た
い
と
い

う
夢
を
か
な
え
ら
れ
た
の
は
、

M
M
C
を
通
し
て
出
会
っ
た
友

人
た
ち
と
、
厳
し
く
も
温
か
い

指
導
、支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

O
B
、
O
G
の
皆
様
の
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
初
心
を

忘
れ
ず
に
精
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

文
学
部
４
年

出
水  

翔
太
朗 （
読
売
新
聞
社 

内
定
）

入
社
奮
闘
記

就
活
奮
闘
記

 

農
学
部
４
年
・
鈴
木 

博
之

 （
ド
リ
マ
ッ
ク
ス
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

内
定
）

方
で
拡
がって
い
る
。だ
が
、こ
の
日

本
語
熱
を
受
け
入
れ
る
日
本
に

は
問
題
が
多
い
。そ
れ
だ
け
に
、母

校
明
治
大
学
が
今
後
多
く
の
ベ
ト

ナ
ム
留
学
生
の
受
け
入
れ
、
国
際

化
の
波
に
立
ち
遅
れ
る
こ
と
な
い

よ
う
祈
って
い
る
。

　
こ
の
馬
渕
、
い
ま「
八
十
の
手
習

い
」に
し
て
、熱
暑
35
度
の
南
国
で

紫
紺
魂
を
培
って
い
る
。

　

明
治
大
学
校
友
会
の
向
殿
政

男
校
友
会
長
と
中
村
義
幸
副
会

長
、
そ
し
て
校
友
課
の
責
任
者
で

あ
る
大
野
友
和
経
営
企
画
部
長

は
４
月
初
旬
、
ベ
ト
ナ
ム
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

に
お
け
る
海
外
校
友
の
支
部
立

ち
上
げ
に
立
ち
会
っ
た
。こ
の
案
内

役
を
今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
行
き
に
合

わ
せ
て
馬
渕
が
行
っ
た
。

　

向
殿
会
長
は
、「
今
回
は
中
国

の
上
海
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
な
ど
に

続
く
海
外
の
居
住
校
友
、駐
在
員

校
友
の
組
織
化
で
あ
る
。来
年

２
０
１
１
年
は
明
治
大
学
１
３
０

周
年
。校
友
会
も
こ
の
機
に
記
念

事
業
で
世
界
を
結
ぶ
紫
紺
Ｎ
Ｅ
Ｔ

と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
を
立

ち
上
げ
ま
す
」。こ
の
力
強
い
向
殿

体
制
に
よって
校
友
活
動
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が一
挙
に
進
み
そ
う
だ
。大

い
に
期
待
し
た
い
。フ
ィ
ナ
ー
レ
は

校
歌
と
一
気
呑
み
。あ
ら
た
め
て

「
故
郷（
明
治
大
学
）は
遠
く
に
あ

り
て
思
う
も
の
」の
感
に
酔
っ
た
。

（
平
成
22
年
６
月
末
記
）

少
年
老
い
や
す
く
学
成
り
難
し
。一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
。

C
h
a
o 

a
n
n
（
チ
ャ
オ 

ア
ィ
ン
＝
こ
ん
に
ち
は
） T
o
i
（
ト
イ

＝
私
）は
Ｈ
Ｃ
Ｍ（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）に
滞
在
中
の
馬
渕
で
す
。

明
治
大
学
に
教
え
子
を

日
本
語
学
校
で
教
師
に

向
殿
校
友
会
長
ら
に
随
行

ベ
ト
ナ
ム
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
支
部
立
ち
上
げ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

ア
オ
ザ
イ
に
魅
せ
ら
れ
て

ア
オ
ザ
イ
に
魅
せ
ら
れ
て

ア
オ
ザ
イ
に
魅
せ
ら
れ
て

ア
オ
ザ
イ
に
魅
せ
ら
れ
て

ア
オ
ザ
イ
に
魅
せ
ら
れ
て

リ
レ
ー
エッ
セ
イ 

北
か
ら
南
か
ら


